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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
皆さん、こんにちは。ご入学おめでとうございます。この動画では、言語文化学部のカリキュラムの仕組みや注意点について説明します。
QRコード作成　https://qr.quel.jp/url.php



『履修案内』を用意しましょう
https://www.tufs.ac.jp/documen

ts/student/lesson_course/lc_ri

shu_2024.pdf

卒業まで捨てないように！
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
説明の中では適宜、『履修案内』の冊子に言及します。手元に準備して、該当ページを見ながら話を聞いて下さい。なお、『履修案内』の冊子は4年間の履修に関する様々なことが書かれていて、節目節目で参照することになります。卒業まで大事に保管して下さい。


https://www.tufs.ac.jp/documents/student/lesson_course/lc_rishu_2024.pdf


0．大学での学び
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
履修に関する具体的な説明に入る前に、大学での学びについて触れておきたいと思います。



卒業までに身に付けたい5つの力

①高度な言語運用
能力

②日本や世界諸地
域についての知

識・教養

③現代社会を生き
る力

④専門的な知識
⑤主体的に考え、
行動し、発信する

力
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これは「ディプロマポリシー」といい、皆さんが卒業までに身に付けたい力を5つ挙げています。
①高度な言語運用能力
②日本や世界諸地域についての知識・教養
③現代社会を生きる力
④専門的な知識
⑤主体的に考え、行動し、発信する力
各項目の詳しい内容は『履修案内』に書かれていますが、言語文化学部のカリキュラムはこれらの力が身に付くように組み立てられています。




1．言語文化学部の
カリキュラム構成
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、言語文化学部のカリキュラムがどのようになっているか見ていきましょう。



4年間のカリキュラム
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言語文化学部の専修プログラム 世界教養プログラム（全学部共通）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
4年間のカリキュラムを図にまとめるとこのようになります。下から、1年生、2年生、3年生、4年生と学年が上がって行きます。青色が「専修プログラム」と呼ばれる、言語文化学部固有の科目、ピンク色が「世界教養プログラム」と呼ばれる、全学部に共通の科目です。学年が上がるにつれ、言語文化学部の科目が増え、専門性も増していきます。この図を見ると、1・2年生と3・4年生の間に一つの区切りがあることが分かると思います。それぞれどのような感じか見ていきましょう。




１年生～２年生

専攻言語・地域の学習

• 幅広い教養を身に付ける

全学部共通の世界教養プログラム

• ３～4年次に専門性の高い学習を行うための基礎

言語文化学部の導入科目・概論科目
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず、１・２年生です。1・2年生では入学時に決定した専攻言語や地域の学習が中心となります。東京外大は言語をきちんと学ぶ大学です。専攻言語の学習は正直大変ですが、専攻言語こそが皆さんの強みになります。しっかり勉強しましょう。専攻言語・地域の勉強以外には、全学部共通の世界教養プログラムの授業と言語文化学部の導入科目・概論科目を履修します。世界教養プログラムでは、できるだけ多様な科目を履修し、幅広い教養を身に付けましょう。導入科目では、言語・文化の研究の基礎的な事柄を学びます。この基礎が土台となり、3・4年次のより専門性の高い学習に繋がります。



3年生～4年生

言語文化学部の専門科目

指導教員による専門演習・卒業研究演習

集大成としての卒業研究

専攻言語の学習の継続
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
3・4年次には、言語・文化に関する専門的な学習が中心になります。指導教員を選び、その指導教員による専門演習・卒業研究演習を通じて、4年間の学習の集大成として卒業研究を完成させます。
3・4年生でも専攻言語の学習は続きます。言語能力は学習し続けないと確実に落ちます。4年間ずっと学習を継続することが大切です。



履修イメージ

9

p. 25

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
『履修案内』にこのような表があります。どの学期にどの種類の科目を取ればいいかが分かるようになっています。さしあたり、1年生の春学期には「基礎リテラシー」、「教養科目」、「専攻言語」、「地域基礎」、「導入科目」は履修すべきであることが分かりますね。



2．時間割の組み方と
言語科目
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
さて、4年間の履修イメージがつかめたところで、必要な科目を必ず入れながら、実際に時間割を組み立ててみましょう。ここでは特に、時間割を決める際に特に重要な言語科目についてお話します。




全部自分でやる！

 大学の時間割は自分で組み立てる

 組み立てた時間割は登録する必要がある（「履修登録」）

 すべての科目を自分で登録（必修の授業も！）

 履修登録していないと単位はもらえない

 履修登録には決められた期間がある
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず、大前提ですが、大学では時間割は自分で組み立てます。クラス全員に同じ時間割が与えられるのではありません。自分で決めるのです。大人への第一歩ですね。そして、自分で組み立てた時間割は、登録することで大学事務に教えてあげる必要があります。これを履修登録と言います。必修科目も含めて、すべての科目を登録しなければいけません。必修科目だからといって、機械的に登録されることはありません。卒業研究、いわゆる「卒論」もです。登録し忘れると、卒業できなくなります。くどいようですが、すべての科目を自分で登録する必要があります。履修登録していないと、いくら授業に出て試験に通っても、単位はもらえません。単位がもらえないというのは、その授業に合格した実績が記録に残らないということです。履修登録には決められた期間があります。これについて後ほど説明します。




時間割の組み方

① 必修科目を入れる
必修科目は何？

その科目の授業の開講時限はいつ？
『シラバス検索』https://gakumu-

web1.tufs.ac.jp/Portal/Public/Syllabus/SylSearchMain.aspx

※クラス指定されている授業もあるので注意
（専攻言語、基礎リテラシー、基礎演習、地域基礎、GLIP英語）

② その他の科目を入れる
※詰め込みすぎないように！
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月 火 水 木 金

1
2
3
4
5

月 火 水 木 金

1 タイ語 タイ語 タイ語

2 タイ語

3 タイ語

4
5

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは実際に時間割を組み立ててみましょう。各自、空の表を用意しましょう。まずやることは必修科目を表に入れることです。必修科目は取らないと卒業できません。先ほどの履修イメージの表を見ると、何が必修科目かが分かります。例えば、専攻言語は必修科目です。次に、その科目の授業が何曜日の何時間目に開かれているかを調べます。これはウェブ上のシラバス検索から行います。授業によってはクラス指定されている場合もあるので注意しましょう。必修科目を入れ終わったら、後は、自分の興味がある科目で表を埋めていきましょう。表を詰め込みすぎないようにしましょう。大学の授業では授業時間の2倍の時間だけ、授業外での学習が必要です。1日2つから3つくらいが目安です。




言語科目
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専攻言語

教養外国語

GLIP英語

諸地域言語

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、言語科目について説明して行きます。言語科目には4種類あります。専攻言語、教養外国語、GLIP英語、諸地域言語です。以下、１つずつ見ていきます。



専攻言語の3つのレベル
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専攻言語I
（○○語I）

1年生

専攻言語II
（〇〇語II）

2年生

専攻言語III
（〇〇語III）
3～4年生

p. 38 

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
専攻言語には3つのレベルに分かれています。○○語Iは1年生向け、○○語IIは2年生向け、○○語IIIは3～4年生向けです。



モジュール言語と非モジュール言語

非モジュール言語
「〇〇語I」の10の授業（10単位）を
年度末にまとめて認定
10単位 or 0単位

（→「〇〇語II」に進めない）

英語、ドイツ語、フランス語、
イタリア語、スペイン語、
ポルトガル語、ロシア語、中国語、
朝鮮語、アラビア語

モジュール言語
「○○語I」の10の授業（10
単位）を一つずつ認定
0～10単位

その他すべての言語

15

p. 38-39 

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
専攻言語科目には、モジュール言語と非モジュール言語の2つの仕組みが存在します。2つの仕組みは専攻言語I、○○語Iの単位の認定方法に違いがあります。非モジュール言語には、英語、ドイツ語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語、ロシア語、中国語、朝鮮語、アラビア語が含まれます。その他の言語はモジュール言語です。特殊なのは非モジュール言語の方です。非モジュール言語では、○○語Iの1年間の10の授業の単位を年度末にまとめて一括認定します。つまり、10単位すべて取れるか、10単位すべて取れず0単位になるかのどちらかです。0単位の場合は「〇〇語II」に進むことができず、次の年にもう一度「〇〇語I」のすべての授業を取ることになります。モジュール言語では、特別なことはありません。他の授業と同じように、授業ごとに単位が認定されます。




教養外国語とGLIP英語

• 教養外国語6単位 もしくは GLIP英語6単位 が必修
• GLIP英語と教養外国語を両方履修してもOK！
• 6単位の組み合わせに注意！

「英語」「ロシア語中央アジア地域」以外の学生

• 教養外国語6単位 が必修

「英語」の学生

• 必修の単位数は決められておらず、自由に履修可能

「ロシア語中央アジア地域」の学生
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、教養外国語とGLIP英語についてです。「ロシア語中央アジア地域」の学生以外は必修です。教養外国語とGLIP英語の詳細については、それぞれのガイダンスを参照して下さい。ここでは、履修上の注意点だけ説明します。まず、「英語」「ロシア語中央アジア地域」以外の学生ですが、教養外国語6単位またはGLIP英語6単位を取る必要があります。両方履修しても構いませんが、6単位の組み合わせに注意が必要です。これについては後ほど説明します。次に、英語の学生ですが、教養外国語6単位が必修です。




教養外国語6単位の注意点

１）自分の専攻言語・母語以外の言語を選ぶ

２）どれか1つの言語で6単位そろえないといけない
○ ドイツ語6単位
× ドイツ語4単位＋フランス語2単位

３）必ず「○○語Ｂ」が2単位以上含まれていないといけない
○「アラビア語Ａ」4単位＋「アラビア語Ｂ」2単位
○「中国語Ａ」０単位＋「中国語Ｂ」6単位
×「イタリア語Ａ」5単位＋「イタリア語Ｂ」1単位
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
教養外国語を必修科目として履修する場合、以下の点に注意が必要です。まず、自分の専攻言語や母語は取れません。次に、どれか1つの言語で6単位そろえなければいけません。例えば、ドイツ語6単位はOKですが、ドイツ語を4単位取って、残りの2単位をフランス語で埋めることはできません。さらに、必ず「〇〇語B」が2単位以上含まれていないといけません。A4単位＋B2単位やBのみで6単位はよいですが、Bが1単位しか含まれないような取り方はだめです。




GLIP英語6単位の注意点

１）英語専攻の学生は必修6単位にできない
教養外国語6単位に加えて
GLIP英語を取ることはOK（選択必修）

２）必ず「英語A」4単位＋「英語Ｂ」が2単位
× 「英語Ａ」6単位＋「英語Ｂ」0単位
× 「英語Ａ」2単位＋「英語Ｂ」4単位
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
同じように、GLIP英語6単位の組み合わせについても決まりがあります。まず、先ほども言いましたように、英語専攻の人はGLIP英語を必修6単位にすることはできません。教養外国語で6単位をそろえて下さい。ただし、教養外国語6単位を取った上で、GLIP英語科目を追加で取ることは可能です。次に、英語専攻以外の学生が、GLIP英語を必修6単位として履修するときには英語Aを4単位、英語Bを2単位取って下さい。その他の組み合わせはだめです。



諸地域言語
英語・教養外国語以外の専攻言語
自分の専攻言語・母語以外を選ぶ
言語ごとに開講授業や履修条件が異なる
→『履修上の注意』を参照

http://www.tufs.ac.jp/student/lesson_c

ourse/

kaikokamoku/attention/
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
諸地域言語は、英語・教養外国語以外の専攻言語をその専攻以外の学生に開講するものです。他の大学では学べない言語が多くあります。教養外国語と同じように、自分の専攻言語や母語は選べません。言語ごとに開講されている授業や履修の条件が異なります。必ず、『履修上の注意』で確認するようにしましょう。




３．基礎リテラシーと
基礎演習
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
1年次の必修科目には他に、基礎リテラシーと基礎演習もあります。これらがどのような科目なのかを説明します。



基礎リテラシー

1年春学期に開講
全員必修
内容
大学で学ぶために必要な基礎知識
大学生として求められる様々な分野のリテラシー
学内外の講演者が講義・解説

合格しないと3年生に進級できない
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
基礎リテラシーは1年次春学期に開講され、全員必修の科目です。大学で学ぶために必要な基礎知識や、大学生として求められる様々な分野のリテラシーについて、学内外の講演者が講義・解説を行います。このような内容の授業ですので、1年生のうちに取っておかないと、来年以降いろいろ困ります。基礎リテラシーに合格しないと3年生になれません。




基礎演習

1年秋学期に開講
全員必修の授業
合格しないと3年生に進級できない
内容
少人数（20人程度）
文献の読み方・探し方
引用や参照の仕方
出典明記の仕方
レポートの書き方
口頭発表の仕方
研究倫理
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大学での能動的学習に必要な
基礎的技能・論理的思考

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、基礎演習です。基礎演習は1年次の秋学期に開講されます。やはり、全員必修で、合格しないと3年生になれません。この授業では、20人程度の少人数で、文献の読み方や探し方、引用や参照の仕方、出典明記の仕方、そして研究倫理などについて学びます。大学では、レポートや論文を書いたり、口頭発表やディスカッションを行いながら、能動的に勉強をしていきます。この授業では、そのために必要な基礎的技能や論理的思考を身に付けます。





「基礎演習」履修にあたっての注意点

クラスによって授業内容や使用教材が異なる

自分でクラスを選択
9月に抽選でクラスを決定
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
基礎演習の授業には複数のクラスが開講されていて、クラスによって授業内容や使用教材が異なります。言語研究の教材を使うクラスもあれば、文化研究の教材を使うクラスもあります。その中から、自分でクラスを選択します。9月に抽選が行われ、実際に受講するクラスが決定します。



授業の実施形態にも注目！

• 実際に教室で受ける授業

対面式

• Zoomを介してリアルタイムで受ける授業

オンライン

• 録画された授業を視聴する授業

オンデマンド
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
時間割を組む際には授業の実施形態にも注目しましょう。3つの形態があります。対面式の授業は、実際に教室で受ける授業です。オンライン授業はZoomを介してリアルタイムで受ける授業です。オンデマンドの授業は録画された授業を視聴する授業です。曜日や時間は決まっていません。




時間割表を
完成させま
しょう！
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【知っておきたい
大学用語】

「コマ」

大学の授業1時間分
のこと。

空きコマ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
言語科目と基礎リテラシー以外の必修科目やその他自分が取りたい科目で時間割表を完成させましょう。だいたいこんな感じでしょうか？
ちなみに、覚えておきたい大学用語として「コマ」という用語があります。「コマ」とは授業1時間分のことです。例えば、この時間割表の人の場合、月曜日は2コマあり、2限は「空きコマ」です。



４．履修登録の方法

26

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
自分の時間割が完成したら、次はそれを登録して、大学事務に伝える必要があります。ここではその方法を説明します。



履修登録期間（各学期の最初）

• 教養外国語のみ 4月4日（木）
• 履修登録期間 ４月5日（金）～ 12日（金）
（夏学期、通年開講の授業も登録可）

• 履修登録修正期間 ４月15日（月）～ 19日（金）
• 履修中止期間 5月7日（火）～ 8日（水）

2024年度春学期の場合

27

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず、履修登録には決められた期間があります。この期間に必ずオンラインで登録を行う必要があります。履修登録期間は各学期の最初に設けられており、今年度春学期の日程はこのようになっています。春学期に夏学期や通年開講の授業の履修登録を行うこともできます。履修登録は、履修登録修正期間に修正することができます。実際に授業に出てみて、自分の興味や能力に合わなかったりして、履修を途中で中止したいこともあると思います。その場合には、履修中止期間に手続きを行って下さい。



『学務情報システム』
履修登録は『学務情報システム』から行う
https://gakumu-web1.tufs.ac.jp/portal/

28

ICCアカウントのIDとパスワード
を入力して、ここからログイン

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
履修登録は『学務情報システム』から行います。ICCアカウントのIDとパスワードを赤い部分に入力して、ログインして下さい。



５．授業と成績
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここから先は履修登録を終え、実際に授業を受ける際に知っておきたいことをお話します。まずは、授業と成績についてです。



学期構成（クオーター制）

春学期
４月 1日～
７月22日

夏学期
７月23日～
９月30日

秋学期
10月１日～

1月27日

冬学期
1月28日～
３月31日

30

通常の授業

週1回×13週
＋ALH2回

集中講義
ショートビジット
（短期留学）

休む
アルバイト
インターン
帰省、etc.

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
東京外大では「クオーター制」という4つのクオーターから成る学期構成を採用しています。春・夏・秋・冬の4つの学期があり、それぞれここに示した期間となっています。春学期と秋学期には通常の授業が行われます。週1回の授業が13回とこの後説明するアクティブラーニングALHが2回の合計15回です。夏学期と冬学期には、通常の授業は行われず、集中講義やショートビジットと呼ばれる短期留学の機会が設けられています。春学期・秋学期にはまとまった時間が取れずにできないようなことをするのが夏学期・冬学期です。



アクティブラーニング（ALH）

Active Learning Hours（アクティブラーニング授業回）
春学期・秋学期の15回の授業に組み込まれている主体的な学びの時間（2回分）

たとえば
フィールドワーク（臨地調査）
大使館でのイベント参加
それに関するレポートなど

詳細はシラバスのALH1, ALH2を参照

31

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
アクティブラーニングALHとは、春学期・秋学期の15回の授業の一部として組み込まれている主体的な学びの時間です。授業時間2回分の学習活動を行います。その内容は授業により異なりますが、例えば、フィールドワークをしたり、大使館でのイベントに参加したりしてそれに関するレポートを書いたりします。詳しくはシラバスの該当箇所で確認しましょう。



成績評価と
GPA

GP (Grade Point)
GPA (Grade Point Average)
成績評価の方法は、それぞれの授業によって異なる
→オンラインのシラバス、初回授業での説明を参照

32

p. 22 

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、授業の成績評価についてお話します。成績はS, A+, Aなどの標語によって通知されます。C-以上が合格です。各標語にはGPと呼ばれる数値が決められています。成績全体のGPの平均はGPAと呼ばれます。成績評価の方法は、それぞれの授業によって異なります。詳しくはオンラインのシラバスや授業初回での説明を参照して下さい。



GPAは大切

 奨学金や派遣留学の判定などでの利用（例えば、JASSOは２.３以上）
 GPAに換算されない授業もあるので注意
 履修しない授業は修正期間に履修中止

33

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
成績評価を反映したGPAという数値はとても大切です。奨学金や派遣留学の判定などでGPAが利用されることがあります。例えば、JASSOの奨学金はJASSOの計算法で2.3以上が条件となります。授業の中にはGPAに換算されないものもあります。そして、履修しない授業は修正期間に履修を中止するようにしましょう。そうしないと、GPAが必要以上に低くなってしまいます。



単位

それぞれの授業ごとに決まっている「ポイント」のようなもの
言語科目、基礎リテラシーは、1単位／コマ
それ以外は普通、2単位／コマ

単位を決まった数だけ集めると進級・卒業できる！

科目のカテゴリーごとに必要な単位数が決まっている（進級要件・卒業要件）
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p. 21 

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
C-以上の成績を取ると、単位というものがもらえます。単位とは、それぞれの授業ごとに決まっているポイントのようなものです。言語科目と基礎リテラシーは1コマにつき1単位、その他の科目は1コマ2単位です。単位を決まった数だけ集めると進級・卒業ができます。ただし、ただ決まった数を集めればよいのではなく、科目のカテゴリーごとに「このカテゴリーはいくつ、このカテゴリーはいくつ」というように決められています。それについては後ほど、「進級要件・卒業要件」の所でお話します。



再履修可能科目

一度合格したら再履修は不可

2023年度春学期 A先生の授業「〇〇」

2022年度春学期 A先生の授業「〇〇」

C（合格） 2単位

不合格で再履修は可

2023年度春学期 A先生の授業「〇〇」

A（合格） 2単位

2022年度春学期 A先生の授業「〇〇」

F（不合格） 0単位
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成績表に記載されるのはこちら

p. 23 

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
一度単位を取った授業でもう一度単位を取ることはできるでしょうか？基本的にできません。ただし、できる場合が2つあります。「再履修可能科目」と「反復履修可能科目」が関わる場合です。再履修可能科目については、Fを取って不合格になった授業をまた履修して、合格すると以前の成績が上書きされます。つまり、成績表からFが消えます。



反復履修可能科目

一度合格しても再び履修可

2023年度春学期 A先生の授業「〇〇」

A（合格） 2単位

2022年度春学期 A先生の授業「〇〇」

C（合格） 2単位

不合格で再び履修はもちろん可

2023年度春学期 A先生の授業「〇〇」

A（合格） 2単位

2022年度春学期 A先生の授業「〇〇」

F（不合格） 0単位

36

一度取った成績は上書きされない！

p. 23 

★授業によっては履修制限があることも（２度目の履修を許可しない等）
シラバスを確認！

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
反復履修可能科目の場合、一度単位を取った授業でもう一度単位を取ることが可能です。不合格だったのでまた同じ授業を履修することももちろんできます。ただし、この前に見た「再履修可能科目」と違い、一度取った成績は上書きされません。左側の例だと、成績表にはCとAが記載され、合計4単位ゲットできます。右側の例だと、成績表にはAだけでなく、Fも記載されます。Fが上書きされて消えることはありません。
反復履修可能科目の授業の中には「二度目の履修を認めない」などの履修制限を設けている授業もあったりします。オンラインのシラバスを確認しましょう。



試験・課題は誠実に取り組もう！
不正行為には厳しい対応
例
調査委員会による調査を受ける
その学期または年度に受講したすべての科目が不合格になる
→GPAが下がる

3年生に進級できない
卒業できない

訓告・停学・退学の懲戒処分を受ける

37

p. 16 

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に言うまでもないことですが、試験や課題には誠実に取り組みましょう。不正行為が認められた場合は、厳しい対応が取られます。まず、調査委員会によって調査されます。不正行為を行った科目だけ不合格になるのではなく、その学期又はその年度に受講したすべての科目が不合格になります。そうすると、GPAが下がったり、3年生に進級できなくて留年したり、卒業できなくなったりします。単位がふっとんでしまうのに加え、訓告・停学または退学の懲戒処分も受けることになります。そして何より、このようなことが起きてしまうと、今までお世話になって来た人達を裏切ることになります。試験・課題での不正行為は、それを犯した本人だけでなく、多くの人を苦しめることに繋がります。絶対にやってはいけません。




不正行為の例

カンニング
代理受験
試験実施中の情報交換（教室で、メッセージ・通話アプリで）
許可されていない物品の試験場への持ち込み・閲覧
当該授業の試験において許可されていないあらゆる行為
自分で判断できなければ、躊躇せず授業担当教員に質問！

38

p. 16 

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、何が不正行為にあたるのでしょうか？例えば試験においての不正行為の場合、次のようなことです。カンニング、代理受験、試験実施中の情報交換（これは教室で行うものも、メッセージ・通話アプリで行うものもどちらもです）、許可されていない物品の試験場への持ち込みやその閲覧、そして当該授業の試験において許可されていないあらゆる行為です。ただ、実際には不正行為かそうでないのかの判断が難しいことも多いです。少しでも疑問に思ったら授業担当教員に質問するようにして下さい。




論文、レポート、コメントシート
に関する注意点
① 自分で執筆する。代筆、なりすましはＮＯ！
② 参考にした文献、データの出典を必ず明記する！
③ 出典を明示せず、自分の考えのようにして書くことは盗用。
④ 印刷物の書き写し、ネットからのコピペは厳禁！
⑤ 出典が外国語のテキストである場合、翻訳して引用するときも出
典を明記。

⑥ レポートは文章で書く。

39

p. 46-47 

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
論文、レポート、コメントシートを執筆するにあたっては、以下の点に注意しましょう。まず、当たり前ですが自分で執筆しましょう。代筆、なりすましはだめです。参考にした文献、データの出典を必ず明記するようにしましょう。出典を明示せず、自分の考えのようにして書くことは盗用になります。印刷物の書き写し、ネットからのコピペは厳禁です。出典が外国語のテキストである場合、翻訳して引用するときも出典を明記する必要があります。レポートは文章であって、単なるまとめの報告ではありません。箇条書きのようなものを提出する人がいますが、それは間違いです。いくつかの段落から成る文章を書きましょう。この辺りは基礎リテラシーや基礎演習をはじめとする授業でも学びます。よく分からないときは、授業担当教員に積極的に質問して問題を解決しましょう。




６．進級要件・卒業要件
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
単位についての説明の際に、科目のカテゴリーごとに必要な単位数が決まっていると言いました。ここでは、そのことについて説明します。



進級・卒業するための要件

1年生 2年生 3年生 4年生

41

進
級
要
件

卒
業
要
件

履
修
要
件
（
非
モ

ジ
ュ
ー
ル
言
語
）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
4年間で必要な単位数を確保しなければいけないポイントが二度あります。一度目は2年生の終わりです。「進級要件」として定められた単位数を満たしていないと、2年生から3年生に進級できません。二度目は4年生の終わりです。「卒業要件」として定められた単位数を満たしていないと、卒業できません。なお、非モジュール言語の場合、これに加えて、「履修要件」というものが存在します。
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非モジュール言語の履修要件

「〇〇語I」が取れていないと「〇〇語II」に進めない

• 1年目 1年生 ○○語I→不合格😢😢
• 2年目 2年生 ○○語Iを再履修→合格
• 進級要件を満たしていない😢😢

• 3年目 2年生 ○○語II

「〇〇語I」が取れなくても学年は進行するが、留年決定

p. 30 

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
非モジュール言語では「〇〇語I」が取れていないと「〇〇語II」に進めません。1年次に「○○語I」が取れていないと、2年目は学籍上は2年生になりますが、「○○語II」が履修できないため、進級要件を満たせず、事実上の留年が決定します。「○○語I」は必ず1年次に、「○○語II」は必ず2年次に合格するようにしましょう！




進級要件・卒業要件
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p. 25

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
進級要件・卒業要件については、『履修案内』にあるこの表にまとめられています。



進級要件

44

①専攻言語 15単位
（中央アジア地域ロシア語はウズベク語も！）

②地域基礎 6単位
（指定された授業を取ること）

③基礎リテラシー 1単位

④基礎演習 2単位

⑤導入科目 6単位
（何を選択してもよし）

p. 30 

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
進級要件を詳しくみると、必要な単位はこのようになっています。まず、専攻言語が15単位で、中央アジア地域ロシア語の人はウズベク語も含みます。次に、地域基礎が6単位です。これは指定された授業を取って下さい。それから、基礎リテラシー1単位、基礎演習2単位、そして導入科目が6単位です。何を選択しても大丈夫です。



卒業要件

45

p. 28 

他学部や他大学
で修得した単位

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
卒業要件については、この表のようになっています。まだ先のことですので、詳しい説明は割愛しますが、『履修案内』の冊子にこのようなチェックリストがあるということは覚えておいて下さい。
表の下から2行目にある「関連科目」とは他学部や他大学で修得した単位です。他学部や他大学で修得した単位も卒業に必要な単位に入れられます。ただし、世界教養プログラムや専修プログラムの代わりにはなりませんので注意して下さい。



７．専修プログラムと
指導教員・コース選択

46

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
1年生の時に履修する授業のほとんどは全学部共通の世界教養プログラムの授業ですので、今まで言語文化学部固有の専修プログラムについてはほとんどお話していませんでした。ここでは専修プログラムと2年次に行う指導教員とコースの選択について説明したいと思います。



3つのレベルの科目

導入科目
１年～
入門レベル

概論科目
２年～
ちょっとレベルアップ

専門科目
３年～
専門レベル

言語学を例に

統語論
47

音声
学

音韻
論

形態
論

統語
論

意味
論

語用
論

社会
言語
学

歴史
言語
学

言語
類型
論

概論

各論

１～２年でいろいろな
分野の全体を大まかに
知り、３年から何を専
門的に学ぶかを決める

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
専修プログラムはレベルによって3種類に分かれています。導入科目は入門レベルで、1年生から履修できます。それより少しレベルアップしたのが概論科目です。概論とは、ある学問分野全体についてその概略を論じるものです。概論科目は導入科目を終えた2年生から履修します。最後に、専門科目はその名の通り、専門レベルです。ある学問分野の各論やその中のさらに個別の問題について学びます。専門科目は、導入科目と概論科目で身に付けた知識や技術を土台とし、3年生から履修します。�１～２年生の時にはまだ専門は絞らず、色々な分野の全体について大まかに把握することを目指しましょう。その中で、自分がやっていて面白いのは何か、自分に向いているのは本当は何なのかを見つけましょう。その経験に基づいて、3年生から何を専門に学ぶかを決めるのです。先入観やイメージではなく、実際に触れることが大切です。



専修プログラム科目の必要単位数

導入科目（１年～） 6単位以上
概論科目（２年～） 14単位以上

専門科目（3年生～4年生）
講義・専門演習 16単位以上
指導教員の専門演習 4単位（本ゼミ）
卒業研究演習 4単位
卒業研究 8単位

48

p. 43 

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
卒業のために必要な専修プログラム科目の単位数はこのようになっています。導入科目6単位以上、概論科目14単位以上、専門科目の講義・専門演習が16単位以上、指導教員の専門演習4単位、卒業研究演習4単位、卒業研究8単位です。最後の3つは指導教員の指導の下で行います。次に指導教員について説明します。



指導教員と履修コースの選択

• 2回のゼミ登録ガイダンス（2年次4月、10月）
• 仮登録（10月末）
• 本登録（12月上旬）
• 指導教員決定（1月）

2年生の秋に指導教員を選択（ゼミ選択）

指導教員に従って履修コースが決定
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p. 26 

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
3年次以降の専門的な学習の指導者である指導教員は2年生の秋に選択します。このプロセスは「ゼミ選択」とも呼ばれます。来年の今頃に第一回のガイダンスが行われます。指導教員が決定すると、自動的に所属するコースも決定します。所属するコースは指導教員が専門演習の授業を開講しているコースになります。



コースは
2つ

地域コース

世界の10の地域について、言語学、文学、
思想、宗教など学問分野を横断し複数の視
点から学ぶ

超域コース

言語学・言語情報処理学、言語教育学、通
訳・翻訳、文学・文化理論、人間科学の５
つの学問分野の中から１つを選んで専攻す
る地域を超えて学ぶ
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
コースは地域コースと超域コースの2つがあります。地域コースでは特定の地域に軸足を置き、言語や文化の研究をします。超域コースでは徳的の地域を超えて、言語や文化の研究をします。



８．困ったときは
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これまで色々なことを説明してきましたが、全部完璧に理解して覚えられた人はいないと思います。また、今までお話してきたこと以外でも、大学生活の中で色々と困ることが起きるはずです。そんな時に使えるリソースについて紹介したいと思います。



『履修案内』

卒業まで使うので大切に！
毎年、履修登録時には「履修登録チェックリスト」で確認
入学年度ごとにカリキュラムの内容が違う
入学年度の異なる先輩の言うことは参考にならないので、自分
で『履修案内』をよく読んで確かめる
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p. 5-6 

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
『履修案内』の冊子にはこのガイダンス動画では扱いきれなかったさまざまな事柄について細かく書いてあります。皆さんの疑問に対する答えもきっとどこかにあるはずです。卒業まで大切に保存しましょう。毎年、履修登録の時には「履修登録チェックリスト」で登録すべき科目をきちんと登録できているか確認するようにしましょう。入学年度ごとにカリキュラムの内容が違います。
入学年度の異なる先輩のいうことは参考にならないので、自分で『履修案内』をよく読んで確かめるようにしましょう。




何か困ったときには
とりあえず誰かに相談しよう！
先生
事務（教務課、学生課、留学生課）
学生相談室
保健管理センター
アカデミック・サポート・センター
図書館学習相談デスク etc.
相談窓口ガイド

https://www.tufs.ac.jp/documents/student/consultation/souda
n_guide.pdf
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大学HP「学生相談の総合案内」
https://www.tufs.ac.jp/student/consultatio

n/

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
何か困ったときには、とりあえず誰かに相談しましょう。先生、事務、学生相談室、保健管理センター、アカデミックサポートセンター、図書館学習相談デスクなど、大学の中にはいろいろ相談できる場所があります。



学習については、アカデミック・サポート・センターへ！

ココ

研究講義棟 １階
正面入口

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
学習については、研究講義棟入ってすぐ左手のアカデミック・サポート・センター（通称、たふさぽ）を活用しましょう。



学習支援以外なら、学生相談室へ
受付窓口：保健管理センター棟 1階 北口ドアより
受付窓口開室時間：月～金 10:00～16:00

（12:30～13:30お昼休み）
電話：042-330-5560

https://www.tufs.ac.jp/institutions/facul
ty/sccs/
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
学習支援以外の困りごとには、学生相談室があります。



教員による
履修相談

4月８日（月） 11:00 ～ 12:30
4月９日（火） 11:00 ～ 12:30

場所：本部管理棟２階大会議室

その他の時期は教務課へ

57

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それから、教員による履修相談会をご覧の日程と場所で行います。皆さんのお越しをお待ちしています。



授業でお会いで
きるのを楽しみ
にしています！

言語文化学部教員一同
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